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両側精細胞性睾丸腫瘍の1例
高山赤十字病院泌尿器科（部長1酒井俊助博士）
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BILATERAL TESTICULAR TUMORS OF GERM
    CELL ORIGIN i A CASE REPORT

      Shunji lsHiyAMA and Shunsuke SAKAi

From the DePartmen彦げσア0♂09ク， Takayama Redα0∬Hospita l，0沸，／口中

           rDirector： Dr． S． Sakai）

         Minoru KANEMATsu

From theエ）吻rmentげ研oZ・9ノ，θ吻ひniver吻SchOOg ofルtedicine

  A case of bilateral testicular turnors of germ cell origin is reported． A 47－year－old man visited

our clinic because of enlargement of left scrotal contents 22 months after an initial right orchiectomy

for a seminoma． The left orchiectomy was performed， and its histological finding was also seminoma．

X，Ve collected 65 cases of bilateral testicular tumors of germ cell origin from the literatures and dis－

cussed about their histological incidence．

Key words： Bilateral testicular tumors

緒 言

 両側に発生する睾丸腫瘍は比較的まれな疾患である

が，最近われわれは1年10ヵ月の問隔をおいて生じた

両側睾丸腫瘍を経験したので若干の文献的考察を加え

て報告する．

症 例

 左右の発症の時期が異なるので，1回目（右）と2

回目（左）とに分けて記載する．

  第1回目

 患者：舟○政○ 当時46歳

 初 診：1979年2月28日

 主 訴：右陰嚢内容の無痛性腫脹

 家族歴：特記すべきことなし

 既往歴：特記すべきことなし

 病 歴：1978年9月ごろより，何ら誘因なく右陰嚢

内容の無痛性腫脹に気付いていたが放置していた．

1979年2月より急速に腫大してきたので当科受診，右

睾丸腫瘍の診断のもとに即日入院した．

 入院時現症：体格中等，栄養良好．眼瞼結膜に貧血

なく，眼球結膜に黄疽を認めず，胸腹部理学的所見に

異常を認めない．表在リンパ節は触知しない．右睾

丸，副睾丸は一塊となり，小手工大で硬く，透光性な

く，圧痛はなかった．陰嚢皮膚との癒着は認めなかっ

た．左陰嚢内容には異常を認めなかった．

 入院時検査成wa ：RBC 491×104fmm3， WBC

II，700／mm3， thrombocytes 16．4×10‘／mm3， Hb 17．2

9／dl， Ht 52．3％，総蛋白7．09／dl， A．G 1．86， GOT

16u， GPT 23 u， LDH 405u， BUN 13．8 gfdl， creati－

nine I．1mg／dl， Na l391エ1Eq／1， K 4．0 mEq／1， CI lOs

mEq／l， CRP陰性， cr－fetoprotein陰性．

 レ線検査所見：胸部レ線に異常陰影なし．IVPで

は，両側とも造影剤の排泄は良好で，腎孟，尿管の形

態に異常を認めない．

 手術所見：1979年3月1日，門門下に右高位除睾術
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を施行した．腫瘍は陰嚢皮膚との癒着なく，右精索静

脈の怒張を認めたが，鼠径部リンパ節の腫大は認めな

かった．

 摘出標本：大きさ9×4×3．5cm，重き105 gで，割

面は不規則に膨隆した腫瘍実質で占められ，肉眼的

に正常の睾丸組織と思われる部分はみられなかった
（Fig． 1）．

賊予．46璃

 緯錦3．l
   te写ev

Fig・1・摘除睾丸の割面（右）

綴

 病理組織学的所見：腫瘍細胞は大型の類円形ないし

楕円形核を有し，核内は比較的明るく，核小体も1～

2ケ認められ，疎な間質結合織で囲まれた蜂巣状構造

を呈しており，間質的には反応性リンパ球浸潤を伴

う． （Fig．2），

 病理組織学的診断：seminoma

 術後経過：術後は順調で，創は一次的に治癒した．

術後施行したPedal lymphangiographyでは造影剤

の通過性は良好であり，各リンパ節に転移を示す像は

認められなかった．3月22日退院し，以後外来通院に

て右腸骨リンパ節部と腹部傍大動脈リンパ節領域に

Co照射を施行した， （総量3000 rad）

  第2回目

 初診二1980年7月28日

 主 訴：左陰嚢内容の無痛性腫脹

 病 歴：前回退院後定期的に外来通院していたが

1979年ll月以降は来院していなかった．1980年6月下

旬より左陰嚢内容の無痛性腫脹あり，7月中旬より急

速に増大してきたため，1980年7月28日当科受診，左

睾丸腫瘍の診断のもとに即日入院した．

 入院時現症：体格中等，栄養良好．眼瞼結膜に貧血

なく，眼球結膜に黄疸認めず，胸腹部理学的所見に異

常を認めない．表在リンパ節は触知しない．右鼠径部

に約10cmの右睾丸摘除の手術創を認め，左陰嚢内

容は超鶏卵大で，睾丸・副睾丸の区別はつかず，硬い

が陰嚢皮膚との癒着はなかった．圧痛は認めなかっ

た．

 入院時検査成績：RBC 442×104／mm3， WBC

11，450／mm3， thrombocytes 32．3×104／mm3， Hb 15．7

g／dl， Ht 44．8％，総蛋白6．59／dl， A．G l．50， GOT

16u， GPT 21u， LDH 316u， BUN 13．5 mg／dl， cre－

atinine O．9 mg／dl， Na 142 mEq／1， K 4．3 mEqtl， C！

100 mEq／1， CRP陰性，α一fetoprotein陰性， CEA 2・l

ngtml，血清HCG 21．2W 2！・1 mlU／m1，尿中HCG

10．4 mlU／m1

 レ線検査所見：胸部レ線に異常陰影なし。IVPで

は両側とも造影剤の排泄良好で，腎孟，尿管正常であ

った．

 手術所見：1980年7月31日，腰麻下に左高位除睾術

を施行した．腫瘍は陰嚢皮膚との癒着なく，摘除は容

易であった。鼠径部リンパ節の腫大は認めなかった．

 摘出標本二大きさ5x3・5×3cm，重さ53 g，割面

は全体が黄色～黄褐色の腫瘍実質に占められていた

（Fig． 3）．

 病理組織学的所見二腫瘍細胞は核小体の明瞭な類円

形核を有し，充実性蜂巣状構造をなす．基質にはリン

パ球を主体とした小円形細胞浸潤を伴う（Fig・4）・

 病理組織学的診断：seminoma

 術後経過：術後は順調で，創は一次的に治癒した．

術後施行したpedal lymphangiographyでは転移を

示す像は認められなかった（Fig．5）．

 8月1旧より左腸骨リンパ節部および腹部傍大動脈

リンパ節領域にCo照射を開始し，総量3060 rad照射

後，8月30日退院した．以後外来通院にて経過観察中

であるが，現在のところ再発の徴候はない．

考 察

 両側睾丸腫瘍は比較的まれな疾患であるが，Living－

stoneが1805年に第1例を報告1）して以来，諸家の報

告がみられ，本邦でも星野（1907）の報告以来，徐々

に報告例が増加している．しかしながら，これらのう

ちには悪性リンパ腫，白血病細胞浸潤などの非精細胞

性腫瘍も比較的多く，精細胞性腫瘍による両側性の症

例についてのみ限定すると，頻度はさらにまれなもの

となる．Aristizabalらはこの20年間の統計で，精細
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Fig．2．右睾丸の病理組織網（H．E．×100）
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Fig・3・摘除睾丸の割面（左）

   Fig．4．左睾丸の病理組織像（H．E，×100）
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       Table 1．

（左右組織が同じ症例）

泌尿紀要 28巻 2号 1982年

両側精細胞性睾丸腫瘍 本邦報告例

Nα 報告者 年次 年齢 発生時期 組織学的診断 文 献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

青村

陳

簡

藤田

築山

1933

1937

1942

1942

1948

オ公聴予1まカ＞ 1952

プ越｝まカ＞ 1958

フに雪雲｝まカ＞ 1959

本多ほか1959

岩田ほか1960

斎藤  1961

巾｝まカi  1961

平松ほか1961

南   1962

15佐々木1劫》1964

16  三車干    1964

17 中神ほか1965

18  赦｝まカ＞ 1965

19 蛭多  1965

20 野中ほか1965

21  演Zユ｝まカ＞ 1966

22 稲田ほか1967

23 原田  1967

24 川上ほか1968

25 中村ほか1968

26  館｝まカ＞ 1968

27栃倉  1968
28

29  ブ（S≦1まh＞ 1971

30 吉川ほか1972

31  プ＜室｝まわ＞ 1972

32  満崎    1972

33 坂西ほか1974

34  中条｝まわ｝ 1974

35  プ＜畢予1まカ＞ 1975

36 郡ほか

37  翻…｝まか＞ 1977

38 姉崎ほか1977

39 吉田ほか1977

40

41 井原ほか1979

42  朝日iまカ｝ 1979

43 小原ほか1979

44 高山ほか1979

45 吉田ほか1980

46 自験例 1980

52

34

34

65

41

46

27

28

1

48

20

36

53

68

33

29

72

30

42

25

55

31

19

70

57

藤井ほか196910カ月

57

24

35

75

72

24

52

   エ97610カ月

       66

       25

       38

三好ほか197810カ月

24

29

49

54

47

  同時

  同時

右→左（1カ月）

右→左（2年）

左ら右（半月）

  同時

  同時

右→左（1年）

左→右（20日）

右→左（6カ月）

  同時

  不明

右→左（7年）

  同時

右→左（1年7カ月）

  同時

  同時

  不明（6カ月）

  同時

左→右（3カ月）

左→右（10年）

左→右（3カ月）

左→右（5～6年）

  同時

右→左（2カ月）

左→右（3カ月）

右→左（3年5カ月）

  同時

  同時

  同時

右→左（3カ月）

左→右（5カ月）

右→左（2年2カ月）

  同時

  同時

右→左（7カ月）

右→左（8週）

左→右（3年）

左→右（7カ月）

  同時

右→左（6カ月）

  同時

  同時

左→右（8カ月）

右→左（22年）

右→左（1年10ヵ月）

   癌
seminoma

  lt

  ノ，

tt

ノノ

tt

  tt

embryonal ca

semi noma

  lt

embryonal ca

seminoma

  ノノ

  tl

  tl

teratoma
＋embryonal ca

seminoma

  lt

  tl

  tl

  ／t

embryonal ca

seminorna

  tt

spermatocytic
seminoma

seminoma

embryonal ca

  ノノ

semlnoma

  tt

  ノノ

  ！1

  tt

  lt

teratoma

seminoma

  lt

  ！1

teratoca

semi noma

embryonal ca

seminoma

spermatocytic
seminoma

seminoma

  tl

実験医学 19

癌    31

皮紀要  39

京都府医誌36

医学

外科

手術

皮と泌

日．外会誌

日泌尿会誌51

1t

  11

泌尿紀要

皮と泌

臨床皮泌

  tt

日中尿会誌56

tl

rt

  ll

日医放射会誌26

日泌尿会誌58

  ノノ

臨床泌尿

臼泌尿会誌59

泌尿紀要

臨床泌尿

臼泌尿会誌60：1006，1969

  〃     64 ：  78， 工973

外科   34：653，1972

臼泌尿会誌64：78，1973

tt

tx

tl

  tt

  m

  tl

  tl

  m

西日泌尿

 ： 544， 1933

 ： 460， 1937

 ： 57， 1942

 ： 820， 1942

5 ： 231， 1948

14 ： 651， 1952

12 ： 507， 1958

21 ： 293， 1959

59 ：1917， 1959

 ： 429， 1960

52 ： 104， 1961

52 ： 770， 1961

7 ： 757， 1961

24 ： 365， ユ962

18 ：1342， 1964

18 ：1349， 1964

 ： 243， 1965

56 ： 597， 1965

55 ： 514， 1965

56 ： 900， 1965

 二  78， 1966

 ： 562， 1967

58 ： 562， 1967

22 ： 543， 1968

 ： 639， 1968

14 ： 10， 1968

23 ： 47， 1969

日泌尿会誌70

西日泌尿

日野尿会誌71：1414，1980

泌尿紀要 25：1327，1979

日泌尿会誌72二460，1981

本報告

64 ：1007，

65 ： 72，

65 ： 132，

66 ： 720，

69 ： 951，

68 ： 100，

68 ： 996，

68 ：llOl，

40 ： 681，

41 ： 303，

1973

ユ974

1974

1975

1977

1977

1977

ユ977

1978

1979

1979
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（左右組織が異なる症例）

1西村・長田1958 55   不明（6年）

2 福島ほか1963 32 左→右（7年9ヵ月）

3大田黒ほか1965 35 左→右（9年）

4  赦ζまカ） 1968

5 佐川ほか1968

6 大森ほか1969

36 左→右（4年差

31 右→左（10年）

31 右→左（4年）

7 古畑ほか1969 25 左→右（8年）

8 古畑ほか1969 37 右→左（1年半）

9 古畑ほか1969 61 右→左（7カ月）

10 大室ほか1970 35 右→左（3ヵ月）

11広川ほか1971 47 右→左（2年10ヵ月）

12 田中ほか1973

13 木下ほか1975

14  池Slまカ） 1977

15  芒体5まカ＞ 1980

16  匡駅｝まカ） 1980

17原ほか 1980

18 吉田ほか1980

31

31

6カ月

25

29

31

32

左→右（12年）

  同時

右→左（3カ月）

左→右（2年10カ月）

同時

同時

同時

19 吉田ほか1980 33 左→右（5年）

・em・…・一 P琶舗盟

seminoma．embryonal ca

seminoma
  十
embryonal ca．一seminoma
  十
teratoma

seminomaL）embryonal ca

teratoca－seminoma

seminoma一）一ernbryonal ca

seminoma．embryonal ca
        十
     seminoma
        十
     teratoma

seminoma－seminoma
        十
     embryonal ca
        十
     teratoma

seminoma
  ＋ 一”embryonal
embryonal ca
  ca

embr￥一〇nal－seminoma
  ca
     seminoma
seminoma一 十     ernbryonal ca

teratoca－seminoma

seminoma， teratoma

     embryonal
teratoma’       ca

teratoca．embryonal ca

embr￥．onal seminoma

  ca ，

seminoma， embryonal ca
seminoma
  十 ，semino ma
embryonal ca

embr№≠盾獅≠戟C seminoma

日泌尿会誌49：268，1958

日田尿会誌54：1041，1963

日泌尿会誌56 357，196］5

臨泌   22 49，1968

泌尿紀要 14 872，1968

日泌尿会誌60 354，1968

臨泌

臨泌

聖目

24 ： 55， 1970

24 ： 55， 1970

24 ： 55， 1970

日泌尿会誌64 78，1972

日泌尿会誌64 358，1972

日泌尿会誌651332，1973

日泌尿会誌66：226，1975

日小児外会誌13：1089，1977

西日泌尿 42：139，1980

日泌尿会誌71：1418，1980

日泌尿会誌71：14i8，1980

日泌尿会誌72：460，1981

日泌尿会誌72 460，1981

胞佐睾丸腫瘍4，864例中，両側発生例は76例，L56％

であったと報告している2）．またSokalらは1952年

より1976年までの間で760例中21例，2． 76％であった

と報告している3）．今回われわれは本邦の両側精細胞

性睾丸腫瘍の報告を集計し，自験例を含めて65例を得

ることができた（Table 1）．．

 病理組織別頻度をみると，左右の組織を同じくする

ものではseminomaが圧倒的に多く， embryonal ca－

rcinomaがこれに次いでいる（Table 2）．左右の組織

を異にするものではseminomaとembryonal carci－

nomaの組み合わせが多く，池田らのteratomaと

embryonal carcinoma組み合わせ4），吉本らのterato－

carcinomaとembryonal carc｛nomaの組み合わせ5）

の2例を除いて，全例がsemino皿aを含んでい江

 左右の発生間隔をみると，同時発生あるいは発生間

隔の短かいものは大半が左右同組織であり，両側の組

織の異なるものは左右発生間隔が比較的長いものが多

い（Table 3）・左右異なる組織で同時に発生したのは，

木下らのseminomaとteratomaの組み合わせ6），

国沢ら7），原ら8），吉田ら9）のseminomaとembryo－

nal carcinomaの組み合わせの4例であった．

両側精細胞性睾丸腫瘍の発生機序について考察してみ
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Fig．5． リンパ管造影像

Table 2，

ると，同時発生のもので，しかも同一病理組織像のも

のでは左右睾丸に腫瘍発生母地となる同一の因子が考

えられ，両側原発の可能性が高いであろう，同時発生

で左右異なる病理組織像を呈するものは4例のみであ

ったが，やはり同様の機序が考えられる．一方，異時

発生のものでは，両側原発の場合と一例の他側睾丸へ

の転移の2通りが考えられる．精細胞性腫瘍はしばし

ば転移巣が原巣と異なる組織型を示すことがあるの

で，左右の組織像が異なるものでも両側原発とは断定

できない．自験例は1年10ヵ月の間隔で左右同一病理

組織像を呈する腫瘍の発生をみたが，他臓器に血行性

転移所見が認められず，リンパ管造影でリンパ節転移

所見もみられない．また，手術所見で対側より睾丸臼

膜を通じて浸潤してきている所見もなかった．このよ

うに，他臓器あるいはリンパ節などへの広範な転移の

一部分として対側睾丸へ転移したものとは認められな

い例で，さらに直接浸潤も認められない例は，左右原

発の可能性が高いものと考えられる．

結 語

病理組織 同時発生 異時発生 不明  計

seminoma

embryonal ca

teratoca

teratoma

teratoma 十
embryonal ca

12

3

1

1

1

23

2

1

o

o

1

1

o

o

o

36

6

2

1

1

 46歳時最初に右側睾丸にseminomaの発生し，摘

除後1年10ヵ月の間隔をおいて，左側睾丸にもsemi－

nomaの発生をみた両側精細胞性睾丸腫瘍の1例を報

告した．本邦文献上，両側精細胞性睾丸腫瘍を65例集

計し，これについて，病理組織学的分類，発生機序に

若干の考察を加えた．

（稿を終わるにあたり，御校閲を頂いた恩師自治医科大学泌

尿器科程瀬泰行教授に深謝致します．）
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